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友
部
駅
昔
も
の
が
た
り

　

友
部
駅
は
、
明
治
二
十
二
年
（一八
八
九
）
の
水

戸
線
開
通
時
に
は
、
ま
だ
設
置
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
友
部
駅
の
開
業
は
、
明
治
二
十
八
年
、
常

磐
線
開
通
よ
り
も
少
し
早
い
七
月一日
で
し
た
。
駅

名
は
、
大
字
名
「
南
友
部
」
の
地
名
か
ら
名
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
友
部
駅
が
設
置
さ
れ
る
前
は
、
ど
の
よ

う
な
土
地
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
古
地
図
を
見
て
み

る
と
、
現
在
の
友
部
駅
周
辺
は
南
北
に
わ
た
り
原

野
で
、
狸
や
狐
が
住
み
、
付
近
の
農
家
の
草
刈
り

場
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
現
在
の
Ｊ
Ｔ
友
部
工
場
敷

地
か
ら
鴻
巣
お
よ
び
東
側
は
、一面
の
松
林
で
し
た
。

ま
た
、
南
西
部
に
は
雑
木
林
が
続
き
、
そ
の
間
を

並
木
が
宍
戸
か
ら
水
戸
坂
、
そ
し
て
現
在
の
友
部

里
道
踏
切
（
友
部
駅
の
西
側
の
踏
切
）
か
ら
県
立

中
央
病
院
の
南
側
に
延
び
、
鯉
淵
街
道
と
な
って
お

り
、
淋
し
い
と
こ
ろ
で
し
た
。
鯉
淵
街
道
の
ほ
か
に
、

宍
戸
か
ら
南
友
部
、
小
原
を
経
て
、
三
軒
屋
（
水

戸
市
）
を
結
ぶ
杉
崎
街
道
も
あ
り
ま
し
た
。

　

明
治
に
な
っ
て
鉄
道
が
敷
設
さ
れ
ま
す
が
、
当

時
の
人
々
に
は
、
よ
く
思
わ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

そ
れ
は
、
蒸
気
機
関
車
か
ら
出
る
火
の
粉
に
よ
って

火
事
に
な
る
こ
と
を
恐
れ
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
人
家
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
に

鉄
道
が
敷
か
れ
ま
し
た
。

　

友
部
駅
の
開
業
の
折
に
は
、
機
関
車
転
向
用
の

扇
線
の
中
に
芝
居
小
屋
を
つ
く
って
、
祝
賀
の
行
事

が
賑
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
土
浦
線
（
常
磐
線

の一部
、
友
部‐

土
浦
間
）
が
開
通
し
た
頃
の
友
部

駅
に
つ
い
て
は
、明
治
二
十
八
年
十一月
六
日
付
け「
い

は
ら
き
」
で
、「
友
部
は
、
水
戸
線
及
び
土
浦
線
の

連
結
の
駅
で
広
大
で
あ
り
、
将
来
、
盛
大
に
な
る

だ
ろ
う
」
と
予
想
し
て
い
ま
す
。
友
部
駅
周
辺
に
、

宍
戸
や
北
川
根
、
大
原
地
区
か
ら
移
住
し
、
記
事

の
通
り
、
友
部
は
駅
を
中
心
と
し
て
、
現
在
ま
で

大
い
に
発
展
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
明
治
の
末
期
、
当
時
の
友
部
駅
長
赤

熊
才
次
郎
が
、
六
百
本
の
桜
苗
を
皆
で
駅
構
内
に

植
樹
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
大
正
・
昭
和
の

代
に
な
り
ま
す
と
、
い
ず
れ
も
大
木
に
な
り
、
遠

近
か
ら
花
見
で
た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。
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上空から見た友部駅と扇線
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